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広島研修を終えて（生徒の感想を紹介します！） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真の注文のお知らせ 

 本日生徒便で、「広島研修の写真ネット閲覧・注文のご案内」を配付しています。ＰＣやスマートフォンを

使って写真を閲覧し、必要な方は注文してください。 

 『集金・申し込み封筒提出』は６月８日（木）８：００～８：２０に生徒玄関前で行います。 

封筒の右上に注文コードを必ず記入して、お金をいれて提出してください。 

なお、注文コードは、手続きを進めていった最後に表示されます。 

必ず確認し、記入してください。 

 僕がこの広島研修の中で、特に心の中に残ったものが２つあります。１つ目は平和の講話です。講師の先生のお話を聞いて、熱

い・息苦しい・脱水で苦しいなど、原爆や空襲によって次々と恐ろしいことがやってきたと聞いて、とても苦しい気持ちになりま

した。そして、原爆による病気の症状はとても恐ろしいものばかりでした。放っていれば、どれも死にいたってしまうほどだと分
かりました。そして、当時は看護師になろうとする人に「被爆者ですか？」と確認があるなど、被爆した人への差別もあったこと
が分かりました。２つ目は、平和資料館の見学です。そこには、たくさんの被爆した人や遺体や遺骨の写真があり、被爆した人の

遺物なども展示されていました。どの展示からも、当時の凄まじさ・恐ろしさというものをとても感じました。これからの活動を
通して、「核兵器たった１つで、多くの人々の豊かな暮らし・笑顔・そして平和が一瞬にして破壊されてしまう」ということを考え
させられました。これからは、二度とこのようなことを起こさないために、広島で学んだことを胸に刻んで生きていこうと思いま

した。 

 広島研修の２日間でたくさんの学びがありました。まず１日目の平和学習では、平和について考え、被爆した人のことを学び、

広島の未来について考えることができました。碑巡りではガイドさんの行くだけでは知れないような話を聞くことができ、当時の

状況やその後の復興について知ることができました。これからの平和学習を通して、「世界が平和で共存するためにどうしていけば
よいのか。」「核をなくす大切さ」について、自分なりに考えを深めることができました。次に２日目の班別研修です。予定を決め
るところから意見が割れていき、自分のやり方が悪かったなと反省するところもあって、締め切りぎりぎりに計画を立てることが

できました。当日は、思いがけない出来事が起き、計画よりかなり遅れて進行していました。行きたい場所を我慢してくれる班員
がいたり、予定をこういう風に変えたらいいんじゃないと意見をくれたりする班員がいたことで、協力して遅れを取り戻すことが
できました。これら２日間の経験をから、①日常を大切に生き、昔の人を想うこと ②核をなくすのは自分たちの試練であるとい

うこと ③班で動くときは、まとまって協力すること ④心が折れそうになってもイライラせずに、冷静になること を大切にし
ていきたいと思いました。これからの学校生活で実践できるところから実践していきたいです。 

僕が広島研修に行って特に印象に残った活動は平和集会です。僕たちが平和集会を始めると、周りにいた多くの外国の方々が動

きを止めて、僕たちの方を見ていました。内容が伝わったかは分からないけど、僕たちに注目してくれて嬉しかったです。核兵器
廃絶に向けての活動を、世界の人が注目してくれるように活動したり・行動したりしていきたいと思いました。また、平和資料館
の見学では、原爆の被害を目の当たりにして、絶対に核兵器はいけないし、二度と戦争はおきてほしくないと思いました。 

広島研修を通して、広島に落とされた原爆はものすごい速さで熱線がおそってきたこと、放射線による白血病などの病気で、

様々な後遺症を残していった悲惨なものであることを改めて実感しました。更に、放射線が消えた後でも食料がなく、ティッシュ
みたいなもの（※道端に落ちている紙切れやゴミ）を食べている人がいてびっくりしました。この広島研修で学んだこと・考えた

ことを伝えていきたいと思いました。まずは、身近な妹やいとこに話をしてみたいと思いました。 

私がとくに印象に残ったのは、碑巡りです。碑巡りでは、たくさんの碑があり、その１つ１つに意味が込められているというこ

とが分かりました。そして、平和の灯では、この世から核兵器がなくなるまで、ずっと灯されているというのを初めて知りまし

た。広島に落とされた原子爆弾では、一瞬にして２０万人ほどの人が犠牲になりました。そのうちの１割が韓国の方で、韓国の方
への慰霊碑もありました。また、２０万人の犠牲者のうち、私たちと同じ中学生の犠牲者の割合が多いこともびっくりしました。
今、平和に暮らせていることに幸せを感じながら、過去にあった悲劇を後世に伝えられるような人になりたいと思いました。私た

ちや日本だけではなく、世界中のみんなで平和な世界を作っていきたいと思いました。 

 


